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開設報告書

2005年 9月 24日

山形大学理学部

NPO法人小さな天文学者の会

|ミヽ

、ヽ_

t

■■・,|■ |=.|

K霊

■

P紳 |:栞‐霧 r幸警 11:鷲:篠ぶ「:青



はじめに

フルカラーの立体像で宇宙を再現する「4次元宇宙シアター」が、2005年 9月 24日、
やまがた天文台に完成し、一般公開が始まりました。これまでこのプロジェクトを支え
てくださいました皆様に心から感謝申し上げます。

本プロジェクトの歴史は、2001年に国立天文台で 4次元デジタル宇宙プロジェクト
(4D2U)がスタートし、これが科学教材として将来性あるものとして注目したころから始
まります。2003年 11月 に4D2Uのプロジェクトを推進している小久保英一郎先生を講
師にお招きじ講演会を開催しました。2004年 1月 には山形でも4次元シアターが実現
できないか?という話が持ち上がりました。折から、山形大学の 1学部口部門1プロジ
ェクトが山形大学学長(仙道富士郎)より募集があり、応募いたしました。これは、この
天文台のプロジェクトおよび理学部サイエンスサマースクール、高校口大学連携事業
を 3本柱とする「科学力強化のための、サイエンスアットサイトプロジェクト」(代表 :理
学部長 加藤静吾)という形にまとめられました。幸い(これまでの「やまがた天文台」
の成果が認められたこともあり)このプ回ジェクトは採択され、2004年夏より機器の導
入、立体視の実験、番組の企画制作が始まりました。これらの作業は NPO法人小さ
な天文学者の会「4次元宇宙シアター作業班(約 16名 )」の手によって進められました。
そして、2005年 8月 にシアターは完成しました。9月 13日に報道関係者への説明会 E

試写会を実施し、9月 24日から一般公開されました。

本プロジェクトを支援くださいました山形大学の皆様、実質的にシアターの建設運用
にあたった NPO法人小さな天文学者の会の皆様、立体映像ソフトを供給し技術的援
助を下さつた国立天文台 4次元デジタル宇宙プロジェクトの皆様、すべてのみなさま
のご支援をこころから感謝申し上げます。

2005年 9月 24日

柴田 晋平

NPO法人小さな天文学者の会 理事長
山形大学理学部 教授
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(記者会見の様子 2005年 9月 13日 )

報道関係記録

くテレビ放送>
NHK山形 (9月 14日放送 7:30～山形地域ニュース)
さくらんぼテレビ (9月 14日放送 18:17～ SAYスーパーニュース)
山形放送 (9月 14日放送 16:30～ ビヨ卵ワイド430・

18:17～YBCプラスワン )
テレビユー山形 (9月 14日放送 11:40～山形地域ニユース)
ケ…ブルテレビ山形

(9月 26日～10月 2日放送「バイキングステーション」)
<ラジオ番組>
YBC山形放送 (9月 27日放送 16:30～「イブニング・スコープ」)
エフエム山形 (9月 20日放送 7:30～「モーニングフエア」)

<新聞>
山形新聞 (9月 14日 朝刊に掲載 )
読売新聞 (9月 20日 朝刊に掲職 )
毎日新聞 (9月 21日 朝刊に掲載 )
河北新報 (9月 21日 朝刊に掲載 )

※ 新聞各紙の記事は、巻末に掲載致しました。

<その他>
インタ…ネットオンラインニュース等、多数に掲載。
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4次元宇宙シアターが

やまがた天文台にオープン

「今夜はちよつと宇宙散歩」

眼前に繰り広げられるフルカラー立体映像が あなたを宇宙空間に連れ出します。

手でつかめそうな星々が眼前に現れます。火星の山や谷の間をぬって宇宙旅行す

る気分も味わえます。

【特徴】

(立体映像)フルカラーの立体映像で宇宙の様子を見ることができます。 (偏光を利用

しているので、特殊な眼鏡を着用します。)

(教育効果)4次元宇宙シアターは、太陽系から百億光年にまで広がる膨大な宇宙を

体感できるシステムです。エンターテイメント性だけでなく、宇宙を理解するための強

力なツールとして や主がた天文台 でこのたび導入致しました。

(先進性)立体像の宇宙シアターの定期上映施設は東京都以外では全国で初めてで
す。 (なお、都内で上映されているのは、国立天文台(2ヶ月 1回 )、 来

:笙(開館日毎日1回 )、 科学生窒館(毎週 1回)です。)公開天文台・プラネタリウム館
での常設上映は全国で初めてです。

(科学的アプローチ)映像はすべて天文学者による研究結果を用いており、イラストレ

ーターによる想像図によるものではありません。大きくふたつのコンテンツがあります。

(国立天文台 4次元デジタル宇宙プロジェクト(4D2U)のコンテンツを使用していま

す。)

o 宇宙地図 :太陽系天体、恒星、銀河など実際の観測結果が 宇宙地図として
デジタル化されています。ゲーム用コントローラを装着しており、これを操作

して、光より速い スピードで宇宙空間を移動し、太陽系から数十億光年先

まで膨大な距離に渡つて宇宙を自由に移動し、観察することができます。定

まつた番組はありません。

O ムービー:物理学の理論に基づく最新のコンピュータシミュレーション 結果
の立体ムービーを採り入れています。

o 山形大学における最新の研究成果(パルサーの構造や銀河団の形成)も オ
リジナル番組として組み込む予定です。

●
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(市民パワー)宇宙を愛する市民 (NPO法人小さな天文学者の会)が中心となつてこ

のプロジェクトは運営されています。それに加え、山形大学、大学で宇宙を研究する

研究者が合流、一致団結して推進しています。

【経緯】

やまがた天文台は山形市に2003年 10月にオープンした公開天文台です。国立大学法人山

形大学 (学長、仙道富士郎)と NPO法人小さな天文学者の会 (理事長、柴田晋平)が共同で

運営しており、市民が天文学者と連携して運営する全国でも珍しい天文台です。

小さな天文学者の会は、国立天文台で始まった 4次元デジタル宇宙プロジェクトにいち早く

注目し、やまがた天文台でのサービス向上の切札として導入を検討しました(2004年 1月 )。

投影設備は、山形大学1学部 1プロジェクトに応募(代表、理学部長 加藤静吾)し 2004年度

採択されました(300万円)。 映像ソフトは 4次元デジタル宇宙プロジェクトから提供を受ける

ことになりました。小さな天文学者の会では 2004年秋から2005年夏にかけて立体映像の実

験、一般公開番組の制作などの研究を続け、このたびの一般公開となりました。

【案内】

■日時 :毎月最終の土曜日(12月 30日 、31日の場合は、1週間繰り上げ)

(一回目:19:15～、二回目:20:15～ )(夏時間、4月 -9月 )

(一回目:18」 5～、二回目:19:15～ )(冬時間、10月 -3月 )

上映時間は約 30分です。なお、毎週土曜日の星空ガイドツアー(星座観察と望遠鏡による観察)はこれ

まで通り行つています。

■場所:やまがた天文台

山形市小白川町 1-4-12、 山形大学キヤンパス内

■事前予約が必要です(一回の上映の定員は 10名です。)

電話 023-628-4050月 ―金 :9:00-17:∞、山形大学インフォメーションセンターまで

上映月に入りましたら受付を開始します。

■参加料 (資料制作費、運営維持費としてお願い致しております。)

高校生以上 500円、小中学生 300円、(※対象学年は小学4年生以上です。)

・その他

上映 5分前には受け付けを済ませて下さい。

【クレジット】

やまがた天文台 1ま 国立ム菫:法人山彪大学 とNP⊆塗人生さな玉X学者の会 が共同して運営しています。

やまがた天文台「4次元宇宙シアター」の投影ソフトMLLおよびそこで使用される画像は、国立天文台 4次元デジタル宇宙

プロ2ェクト(4D2U)から提供を受けています。

やまがた天文台「4次元宇宙シアター」で使用する投影設備は山形大学1学部部門1プロジェクト経費によつて購入されました。
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第1回 目 上映時の風景

2005年 上映予定番組名
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囃雛審;黎謳ツプ策一辣

録‐く
'雛 議ンピュ

4‐譲轟:響議|シアター総
彗 猥伊5ク

プ難ジェタ秦籍畿鑽み
右のプロジェクタからはな目用の映像、

左のブロジェクタからな左目用の映像

が映し出されます。この二つのプロジェ

クタをま衆るの1まな脳、左選餡こあたる一

対のコピュータです。コンピュータネット

ワークによって二つの=ピ
ュータは違

絡を踊二J合っていて、コントローラから

の命令に従って、右目映像と左目映像

を瞬時:こ計菫します。そして、それを左

右のプロジエクタから映します。

光1轟よ右回りの光と左回りの光があり

ます。左ブロジェクタからは左饉Bの光
が出ており、左目だけがその光を感じ

るよう:こめがねが作られています。逆

に、右プロジェクタからの光は右目にし

か感じません。

饉貶漁響鐵》ず讐―驚鰺

鶴督議鰺儡鰺鶉隆響轟え鶴錢驚鐵騰彗?

右日で見ている映像と左目で見てし略 1映像とは異なって

います。これを視差といいます。日の前|こある物体ほど視

差が大きくなる性質があり、その性質を脳が理解して人間

は立体感をもって見ています。4次元宇富シアターでは左

の目だけに見える像となの目1こだけ見える像を作り出し、

左右の目に視差のある映像が見え、編果として、私た

1ま立体感を持てます。

実線簿
左圏で見た

菫と猥ケ

●

裁饉
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仕様
ハー ドウエア

株式会社 ケイ ロジー・ティー製 立体視システム(PortableVRシ ステム)

リアル XGA表示対応液晶プロジェクター (プラスビジョン Vl100Z)2台
円偏光フィルター 2

設置用雲台

偏光メガネ 50

80イ ンチシルバースクリーン(ロールアップ型)1

PC(DELL Dimension370相 当)2セ ット
CPU: PentiurilV 3.6GHz

Memory: 2G (512MBx4 DDR―SDRAM)

HDD: 160GB

Graphics: NVDIA CeForceFX3400

Drive:DVD Multi Plusド ライブ
OS: Microsoft WindowsXP Professional

DiSplay: 19inchTFT

PS2コ ントローーラ

ソフトウエア
4次元デジタル宇宙プロジエクト (国立天文台)
Mitakaおよび 立体視用ムービー
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初期投資

年間運営経費予測
・収入の部

参加料

収入合計

〔(500+300)÷ 2〕 X12ヶ月X2回 X ll人 XO.8=84,480円
84,480 円

支出の部

持ち帰り資料

消耗品 (プロジェクターランプ)

雑費

PRチラシ
設備償却

オペレータ謝金

運営スタッフ謝金

支出合計

24回 X ll人 X200円 XO.8==42,240円
40,635円

10o00円
2Q000円

1,500,000円 ÷10年 =150,000円
2,400円 X12回 X2人 =57,600円
2,400円 X12回 X2人 =57,600円

378,075円

収支   -293,595円

※29万円の赤字の内、設備の原価償却15万円は、別途正面するとして、残り約14万円の

赤字が発生する。

立体視システム

シアター観賞用ビーズクッション

ソフトウェア

3,093,615円

“

,2∞ 円

無償

、ヽ、、_

やまがた天文台4次元宇宙シアター 開設報告書
発   行
山形大学 理学部

NPO法人 小さな天文学者の会
〒990-8560山形市小白川町―丁目4番 12号
L023-628-4503(山 形大学理学部 )
090-6259-9456(小さな天文学者の会)

4次元宇宙シアター プロジェクトメンバー

稲村陽子  太田正憲 菅野純平 酒井理人 佐藤和也
佐藤完治 佐藤理絵  柴田晋平 鈴木久美 根本和芳

古川景子  星康人 本野健二  山口康広 渡邊瑛里 和田智秀

ヽ_
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山形新聞 9月 14日掲載

ツ 当 賢 :多 粽調F + ″筆員 〈第 二 種 郵 使 物 諺 可 〉
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目 目

「四次元シアター」完成

を
着
用
す
る
と
、
立
体
の
宇

宙
映
像
が
広
が
る
。

上
映
さ
れ
る
の
は
、
太
陽

系
や
銀
河
な
ど
を
百
三
十
七

億
光
年
先
ま

で
再
現
し
た

「宇
宙
地
図
」
と
、
火
星
の

表
面
の
構
造
な
ど
を
紹
介
す

る
「
ム
ー
ビ
ー

一の
二
種
類
。

宇
宙
地
図
で
は
、
手
づ
か

み
で
き
そ
う
な
星

々
が
目
の

前
に
親
れ
、
一二
由
船
に
乗

っ

て
飛
ぶ
よ

つヽ
な
感
覚
を
体
験

で
き
る
。
地
図
の
中
を

コ
ン

ト

ロ
ー
ラ
ー
を
使

っ
て
自
由

に
動
き
回
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
羽
時
点
で
は

「太
陽
系

の
仕
組
み
」

「火
星
探
検
」

の
二
番
組
を
構
成
し
、
分
か

り
や
す
い
解
説
と
と
も
に
ま

と
め
た
。
百
億
光
年
以
上
離

れ
た
場
所
か
ら
、
地
球
方
向

を
見
る
こ
と
も
可
能
で
、
時

空
を
超
え
た
四
次
元
の

″宇

宙
遊
泳
″
を
楽
し
め
る
。

柴
田
理
事
長
は

「山
形
大

の
研
究
成
果
も
オ
リ
ジ
ナ
ル

番
組
と
し
て
組
み
込
む
予
定

で
、
現
在
制
作
中
。
癒
や
し

の
映
像
で
あ
る
と
同
時
に
、

宇
宙
を
理
解
す
る
強
力
な
ツ

ー
ル
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
話

し
て
い
る
。

【
メ
モ
】

一
般
公
開
は
毎

月
最
終
土
曜
日
の
夜
に
２
回

で
、
４
１
９
月
は
午
後
７
時

１５
分
―
同
８
時
と
、
同
８
時

め
分
１
同
９
時
。
１０
１
３
月

は

同
６
時

１５
分
―
同
７
時

と
、
同
７
時
１５
分
―
同
８
時
。

事
前

に
申
し
込
み
が
必
要

で
、
各
上
映
月
の
■
日
か
ら

受
け
付
け
る
。
今
月
は
１５
日

か
ら
。
■
回
の
定
員
は
Ю
人
。

対
象
は
小
学
４
年
生

以
上

で
、
料
金
は
小
中
学
生
３
０

０
円
、
高
校
生
以
上
５
０
０

円
。
問
い
合
わ
せ
は
同
会
Ｏ

２
３
（６
２
８
）
４
０
５
０
。

山
形
大
学
と
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）小
さ
な
天
文
学
者
の
会

（理
事
長
・柴
田
晋
平
山
形
大
理
学
部

教
授
）
が
運
営
す
る
「や
ま
が
た
天
文
台
」
（山
形
市
・山
形
大
小
白
川
キ
ャ
ン
パ
ス
内
）
に
、
「
四
次
元
宇
宙
シ
ア
タ
ー
」

が
完
成
し
た
。
太
陽
系
か
ら
百
三
十
七
億
光
年
先
に
ま
で
広
が
る
広
大
な
宇
宙
を
フ
ル
カ
ラ
ー
の
立
体
映
像
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
常
設
の
宇
宙
シ
ア
タ
ー
は
、東
京
都
内
以
外
で
は
全
国
で
同
所
が
初
め
て
と
い
い
、十
三
日
夜
、報
道

関
係
者
向
け
の
試
写
会
が
開
か
れ
た
。
一
般
に
は
今
月
二
十
四
日
か
ら
、
毎
月
最
終
土
曜
日
の
夜
に
公
開
す
る
。

立
体
映
像
、フ
ル
カ
ラ
ー

・２４闘
舘

同
会
は
、
大
型
望
遠
鏡
を

一
し
、
市
民
ら
に
実
際
に
宇
宙

一協
同
で
天
文
台
を
設
置
、
運

一
天
文
学

者
を
招

い
て
最
新

使

っ
た
天
体
観
測
や
星
座
教

一
を
見
て
、
感
じ
て
、
楽
し
む

一
営
す
る
と

い
う
全

国
的

に

一
の
研
究
成
果
を
紹

介
す

る

室
な
ど

の
出
前
授
業
を

通

一
場
を
提
供
。
大
学
と
市
民
が

一
例
を
み
な
い
ス
タ
イ
ル
で
、

一
科
学
教
室
な
ど
も
開

催
し

宙

シ
ア
タ
ー
。
報
道
関
係
者
向
け
に
試
写
会

が
開
か
れ
た

＝
山
形
市
・山
形
大
小
白
川
キ
ャ
ン
パ
ス

方
向
を
見
る
と
、
宇
宙
は
こ
の
よ
う
な
姿

を
し
て
い
る
。
暗
黒
部
分
は
ま
だ
解
明
し

て
い
な
い
部
分
も
含
ま
れ
て
い
る

火
星

の
表
面
。
渓
谷

の
間
を
飛
ぶ
よ
う
な

感
覚
を
体
験
で
き
る

て
い
る
。

宇
宙

シ
ア
タ

ー

の
映
像

は
、
映
画
な
ど
で
使
わ
れ
る

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
が
描
い

た
想
像
図
と
は
違
い
、
す
べ

て
天
文
学
者
が
観
測
、
研
究

で
得
た
デ
ー
タ
で
再
現
。
映

像
ソ
フ
ト
は
国
立
天
文
台
で

行
わ
れ
た

「４
次
元
デ
ジ
タ

ル
宇
宙
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
か

ら
提
供
を
受
け
、
プ

ロ
ジ

ェ

ク
タ
ー
で
大
型
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
出
す
。
特
殊
な
眼
鏡

9
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宇 宙地 図 」の 1コ マ 0
メガネを使うと、より立体的に見える

星が 画面か ら飛び 出て くる

山
形
大
と
非
営
利
組
織

（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
）
法
人

「
小
さ
な
天
文
学
者
の

会
」
が
共
同
運
営
す
る

「
や
ま
が

た
天
文
台
」

（
山
形
大
小
白
川
キ

ャ
ン
パ
ス
）
に
、

「
４
次
元
宇
宙

シ
ア
タ
ー
」
が
２４
日
に
オ
ー
プ
ン

す
る
。
二
つ
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー

を
使
用
す
る
こ
と
で
、
天
体
や
宇

宙
空
間
を
立
体
的
に
映
し
出
す
こ

と
を
可
能
に
し
た
、
全
国
的
に
も

珍
し
い
施
設
。
関
係
者
は

「
理
科

離
れ
が
進
む
子
ど
も
た
ち
に
宇
宙

へ
の
興

味

を

深
め

て
も

ら

え
れ

ば
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

や
ま
が
た
天
文
台
は
２
０
０
３

年
１０
月
、
天
体
愛
好
家
や
学
生
ら

約
１
２
０
人
で
つ
く
る
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
山
形
大
が
設
置
。

一
般
市
民
な

ど
に
向
け
、
望
遠
鏡
に
よ
る
天
体

観
測
教
室
や
学
習
会
な
ど
の
活
動

が
行
わ
れ
て
い
る
。
宇
宙
シ
ア
タ

ー
は
、

「
楽
し
み
な
が
ら
宇
宙
を

学

べ
る
」
と
い
う
狙
い
か
ら
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
理
事
長
を
務
め
る
山
形
大
理

学
部
の
柴
田
晋
平
教
授

（
宇
宙
物

理
学
）
ら
が
発
案
。
山
形
大
が
各

学
部
の
施
設
整
備
な
ど
を
支
援
す

る

「
―
学
部
―
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」

に
も
採
択
さ
れ
、
３
０
０
万
円
の

補
助
を
受
け
整
備
さ
れ
た
。

シ

ア
タ

ー

で
上

映
さ
れ

る
の

は
、
１
３
７
億
光
年
離
れ
た
宇
宙

の
果
て
ま
で
を

コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー

の
操
作
で
自
由
に

″
散
歩
″
で
き

る

「
宇
宙
地
図
」
と
、
火
星
の
様

子
や
月
の
成
り
立
ち
な
ど
を
紹
介

す
る
約
３
分
間
の
動
画

「
ム
ー
ビ

ー
」
の
２
種
類
。
い
ず
れ
も
国
立

天
文
台
か
ら
提
供
を
受
け
た

コ
ン

ピ

ュ
ー
タ

ー
グ

ラ

フ
ィ

ッ
ク

ス

（
Ｃ
Ｇ
）
映
像
に
独
自
の
ア
レ
ン

ジ
を
加
え
、
実
際
の
観
測
デ
ー
タ

を
も
と
に
天
体
の
配
置
や
構
造
な

ど
を
忠
実
に
再
現
し
て
い
る
。

ま
た
、
上
映
の
際
は
左
右
そ
れ

ぞ
れ
の
目
に
合
わ
せ
て
二
つ
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
を
使
用
。
異
な

っ

た
映
像
を
ス
ク
リ
ー
ン
上
に
映
し

出
し
、

「
偏
光
メ
ガ
ネ
」
と
い
う

特
殊
な
メ
ガ
ネ
を
着
用
す
る
こ
と

で
、
星
が

ス
ク
リ
ー
ン
か
ら
飛
び

出
し
て
来
る
よ
う
な
立
体
感
を
体

験
で
き
る
と
い
う
。

柴
田
教
授
に
よ
る
と
、
こ
う
し

た
宇
宙
シ
ア
タ
ー
を
常
設
で
行

っ

て
い
る
施
設
は
、
国
立
天
文
台
な

ど
都
内
の
３
か
所
の
み
で
、
柴
田

教
授
は

「
市
民
が
中
心
と
な

っ
て

運
営
す

る

の
は

実

に
珍

し

い

こ

と
。
今
後
、
山
形
大
の
研
究
成
果

も
ム
ー
ゼ
ー
な
ど
で
発
表
し
て
行

く
予
定
で
、
是
非
１
度
足
を
運
ん

で
欲
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

上
映
は
、
毎
月
の
最
終
土
曜
日

に
２
回
実
施
。
小
学
４
年
生
以
上

が
対
象
で
、
参
加
費
は
小
中
学
生

が
３
０
０
円
、
高
校
生
以
上
は
５

０
０
円
。各
回
の
定
員
は
１０
人
で
、

事
前
に
予
約
が
必
要
。

問
い
合
わ
せ
は
山
形
大
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（ａ

０
２
３

・
６
２
８

・
４
０
５
０
）

へ
。

山
大
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
共
同
運
営

されたスクリーンを眺める関係者

10

立
体
映
像
「宇
宙
シ
ア
タ
ー
」

や
ま
が
た
天
文
台
２４
日
オ
ー
プ
ン
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スク リーンに映 し出された、地球から10億光
年離れた宇宙の様子

大迫力の立体映像
第_プ5広大な空間表現

十

蘇 丁

フ
ル
カ
ラ
ー
の
立
体
映
像
で
宇
宙
を
体
感
で
き
る

「
四
次
元
字
宙
シ
ア
タ
ー
」
が
二
十
四
日
、
山
形
市

小
自
川
町
の
や
ま
が
た
天
文
台
に
オ
ー
プ
ン
す
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
さ
な
天
文
学
者
の
会

（山
形
市
、
柴
・

田
晋
平
理
事
長
）
と
山
形
大
が
運
営
す
る
シ
ア
タ
ー

で
、国
立
天
文
台
な
ど
東
京
都
内
の
三
施
設
を
除
き
、

地
方
で
は
初
の
定
期
上
映
施
設
と
な
る
。

四
次
元

ン
ア
タ
ー
は
天
文

学
者
の
研
究
成
果
を
盛
り
込

ん
だ
映
像
で
、
太
陽
系
か
ら

数
十
億
光
年
先
ま
で
の
膨
大

な
宇
宙
を
表
現
。
大
型
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
宇

宙
空
間
を
自
由
に
移
動
し
、

観
察
す
る
。
二
台
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
に
よ
る
偏
光
を
利

用
し
、
特
殊
な
眼
鏡
を
か
け

れ
ば
迫
力
あ
る
立
体
映
像
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

専
門
の
案
内
人
が
機
器
を

操
作
し
な
が
ら
、観
客
を
「宇

宙
散
歩
」
に
導
く
ほ
か
、
「太

陽
系
の
し
く
み
」

「火
星
探

検
」
な
ど
の
ム
ー
ビ
ー
も
用

意
。
今
後
は
独
自
の
番
組
を

追
加
制
作
す
る
と
い
う
。

小
さ
な
天
文
学
者
の
会
と

山
形
大
は
二
〇
〇
三
年
、
同

大
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
共
同
運

営
の
や
ま
が
た
天
文
台
を
開

設
。
投
影
設
備
は
事
業
費
三

百
万
円
で
購
入
、
映
像
ソ
フ

ト
は
国
工
天
文
台
か
ら
毎
料

提
供
を
受
け
た
。

毎
月
最
終
土
曜
日
に
二
回

上
映
。　
一
回
分
の
定
員
は
十

人
で
、
事
前
予
約
が
必
要
。

参
昴
料
は
高
校
生
以
上
五
百

円
、
小
中
学
生

（小
学

四
年

以
上
）
三
百
円
。
連
絡
先
は

山
形
大
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ

ン
セ
ン
タ
ー
０
２
３

（６
２

８
）
４
０
５
０
。

る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

山
形
大
運
営

11
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フ ル カ ラ ー の立 体 映 像 で宇 宙 の様 子 を観 察 で き る 「四次

元 宇 宙 シ ア ター」 =山 形 市 の 「や まが た天 文 台 」 で

初回は24日「山形天文台」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「小
さ
な
天

文
学
者
の
会
」
な
ど
が
今
月

か
ら
毎
月
最
終
土
曜
日
に
、

山
形
大
学
内
の

「や
ま
が
た

天
文
台
」

（山
形
市
小
白
川

町
１
）
で
、
宇
宙
空
間
を
立

体
的
に
表
現
す
る
シ
ア
タ
ー

上
映
会
を
始
め
る
。
立
体
映

像
の
常
設
上
映
は
、
都
内
を

除
き
、
全
国
で
初
め

て
と
い

う
。
第
１
回
の
上
映
会
は
２４

日
だ
。

同
天
文
台
は
０３
年
１０
月
、

同
法
人
と
山
形
大
学
が
共
同

で
始
め
、
市
民
と
天
文
学
者

が

協

力

し

て
運

営

し

て

き

た
。

こ

れ

ま

で

も
、

市

民

向

け

に

星

座

観

察

会

な

ど

を

開

い

て

き

た

が
、

さ

ら

に
充

実

し

た

サ

ー

ビ

ス
を

提
供
し
よ
う
と
、
昨
年
１
月
、

同

シ

ア

タ

ー

の

導

入

を

決

め
た
。

上
映
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
２
種

類
用
意
さ
れ
て
い
る
。

「宇

宙
地
図
」
は
、
１
３
７
億
光

年
の
範
囲
ま
で
実
際
の
観
測

結
果
に
基
づ

い
て
地
図
化
。

惑
星
の
大
き
さ
や
距
離
な
ど

が
忠
実
に
再
現
さ
れ
た
宇
宙

空
間
の
中
を
、
ゲ
ー
ム
用
操

作
機
を
使

っ
て
自
由
に
移
動

し
な
が
ら
観
察
す
る
。
ま
た
、

「
ム
ー
ビ
ー
」
は
、
物
理
学

の
理
論
に
基
づ
い
た
ソ
フ
ト

を
上
映
。
月
の
誕
生
す
る
様

子
な
ど
を
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
入

り
で
流
す
。
上
映
中
は
映
像

が
立
体
的
に
見
え
る
特
殊
な

眼
鏡
を
使
用
。
宇
宙
空
間
に

飛
び
出
し
、
星
を
手
づ
か
み

す
る
か
の
よ
う
な
不
思
議
な

感
覚
を
味
わ
え
る
。

同
法
人

の
柴

田
晋
平
理
事

長
（
５１
）
は

「勉
強
に
役
立
て

る
だ
け
で
な
く
、

エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
し
て
も
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

上
映
会

へ
の
参
加
は
、
事

前
予
約
が
必
要
。
参
加
料
５

０
０
円
。
問
い
合
わ
せ
は
山

形
大
学
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ

ョ

ン
セ
ン
タ
ー

（
０
２
３

・
６

２
８

・
４
０
５
０
）
。

【釣
田
祐
喜
】
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